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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

心室細 動の 治療 に用 いる 直流 電場 通電 のメ カ ニズ ム

は 不明 な点カミ多く， 心 筋線 維走 行の 影響 につい ても 明

ら か で は な い
．

本 研 究 の 目 的 は
，

直 流 電 場 通 電カミ心 室

筋 の電気 生理 学的 特性 に及 ぼす 効果 に関 し， 通 電量，

連 結 期
，

通 電 電 気 軸 の 影 響 を 検 討 す る こ と で あ る
．

〔対 象お よ び方法〕

１０頭 の モ ル モ ッ ト 右 室 乳 頭 筋 を Ｋｒｅｂｓ－Ｒｉｎｇｅｒ 液 で

灌 流さ れた正 方形 組織 浴に 設置 し， 乳 頭筋 基部 で基 本

刺 激を与 え， 銀板 電極 を組 織浴 四面に 設置 して 乳頭 筋

一の 長 軸 方 向 お よ び 短 軸 方 向 に 直 流 電 場 通 電 を 行 っ た
．

ま ず静止 期の 刺激 閾値 を測定 し， 次に 活動 電位 の再分

極 相 （ｒｅｐｏ１ａｒ１ｚｉｎｇｐｈａＳｅ） に 通 電 量 と 連 結 期 を 変 え て

直 流電場 通電 を加 え， 活 動電 位持 続時 間 （ＡＰＤ。⑪） を

測 定 し た
．

〔結果〕

直 流電 場通電 によ る 静止期 刺激 閾値 は， 短軸 方向通

電 時の方カミ長軸 方 向通電 時 に比 して有 意に 高値 であっ

だ． 活 動電 位 再 分 極相 に 直 流 電場 通 電 を与 えた 時の

ＡＰＤ
。。は

，
通 電 量

，
連 結 期

，
通 電 電 気 軸 に よ り 差 を 認

め た
．

す な わ ち
，

１
．
２Ｖ／ｃｍ で は，

ＡＰＤ
。。は 殆 ど 変 化 を

認 め な か っ たカミ
，
２
．
４Ｖ／ｃｍ で は 長 軸 方 向 通 電 で は 遵 結

期 に 応 じ て ＡＰＤ
。。

が 延 長 し
，

短 軸 方 向 通 電 に 比 し よ り

高 い 通 電 効 果 を 認 め た
．

通 電 量 が３
．
６
，
７
．
２Ｖ／ｃｍ と 大 き

く な る に つ れ て， 通 電 軸 に よ る 差 は 減 少 し
，

連 結 期 に

応 じて ＡＰＤ
。。の 延 長 を 認 め た

．

〔考察〕

直 流電 場通 電は， 心筋 静止 期細 胞の 脱分 極と 再分極

相細 胞の 活動 電位持 続 時間延 長 （不応 期の 延長） をお

こ す が
，

本 実 験 に よ り こ の 効 果 は
，

通 電 量
，

連 結 期
，

通電 軸によ り差 を認 める こと が示 された． 長軸 方向通

電が 短軸 方向通 電に 比 して通 電効 果カミ高い こと は電場

理 論 か ら 説 明 で き るカミ， 細 胞 膜 に はイ オ ン チ ャ ン ネ ル

によ る電気 特性カ蛎 り， また 心筋 は多細 胞 組織 である

た め， 実 際 の 機 序 は さ ら に 複 雑 な も の と 考 走 ら れ た
．

一 方， この 電 場 通電 に よ る 効 果 は心 臓 に 電 場 通 電 を

行った 場合， 再 分極 相の 不均 一化 を招き， 心 室頻 拍や

心 室 細 動 を 誘 発 す る 危 険 性 を 祷 つ こ とカミ示 唆 さ れ た
．

〔結語〕

心 筋細胞 の静 止期 刺激 閾値 は， 短軸方 向通 電の 方が

長 軸 方 向 通 電 時 よ り 高 値 で あ っ た
．

ま た
，

通 電 刺 激 に

よ る 不応期 の延 長効 果は 通電 量， 連 結期， 通 電軸 によ

り 異 な り
，

通 電 軸 に よ る 効 果 の 差 は２
．
４Ｖ／ｃ㎜ に お い て

最 犬 で あ っ た
．

こ れ ら は，
再 分 極 相 の 不 均 一 化 を も た

らし， 直流 電場 通電 の催不 整 脈作用 の一 因と なる こと

淡 推 測 さ れ た
．

一 ６３０ 一
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論 文 審 査 の 要 旨

心室 細動 の治療 に， 一般 的に馬 い られる 直流 通電 の心 筋電 気生 理学 的特性 に及 ぽす 効果 を． モ ルモ ット 右室

心 筋を用 い て検 討した 結果， 心筋の 静止 期刺 激閾 値崩 長軸 方向よ り も短軸 方 向の通 電 で高値 とな り， また， 不

応 期は 長軸 通電 で延長 し， 通 電量 によ って 短軸 との差カ漢 なる． こ のこ とカミ除細動 を冒 的と する 通電 にお いて

再 分極相 の 不淘一 化 を生 じ，催不 整脈 作用 の一 因とも なる こと を明 らか に した．臨床 的 に意義 ある 論文 であ る．
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